
桓
武

光
仁

称
徳

淳
仁

孝
謙

聖
武

元
正

元
明

文
武

天
皇

　
　
一
三

延
暦
三

天
応
元

　
　
一
一

宝
亀
元

神
護
景
雲
三

天
平
神
護
二

　
　
八

　
　
二

天
平
宝
字
元

　
　
五

天
平
勝
宝
四

　
　
二
一

　
　
一
五

　
　
一
三

　
　
一
二

　
　
九

　
　
七

天
平
二

　
　
六

神
亀
五

　
　
八

養
老
七

霊
亀
三

　
　
六

　
　
五

　
　
三

和
銅
元

大
宝
元

和
暦

七
九
四

七
八
四

七
八
一

七
八
〇

七
七
〇

七
六
九

七
六
六

七
六
四

七
五
八

七
五
七

七
五
三

七
五
二

七
四
九

七
四
三

七
四
一

七
四
〇

七
三
七

七
三
五

七
三
〇

七
二
九

七
二
八

七
二
四

七
二
三

七
二
〇

七
一
七

七
一
三

七
一
二

七
一
〇

七
〇
八

七
〇
一

西
暦

七
八
七

七
八
六

七
八
〇

七
六
八

七
五
六

七
五
五

七
五
一

七
五
〇

七
三
二

七
二
六

七
一
八

七
一
三

七
一
二

七
一
一

七
〇
五

西
暦

タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
で

、
唐
の
遠
征
軍
が
ア

ッ

ス
朝
軍
に
敗
れ
る

。

（
こ
れ
を
機
に

、
製
紙
法

方
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
伝
わ

っ
た

。

）

東
大
寺

ト
ウ
ダ
イ
ジ

で
大
仏

ダ
イ
ブ
ツ

開
眼

カ
イ
ゲ
ン

供
養

ク
ヨ
ウ

会エ

。

イ
ベ
リ
ア
半
島
で
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
が
独
立

、
イ

ム
帝
国
の
分
裂

。

聖
武
天
皇
が
譲
位

、
孝
謙
天
皇

コ
ウ
ケ
ン

が
即
位

。

（
六
人
目

の
女
性
天
皇

）

『
古
事
記

コ
ジ
キ

』
の
完
成

。

こ
の
頃

、
唐
の
玄
宗
は
楊
貴
妃
を
寵
愛

、
国
が

始
め
る

。

遣
唐
使

ケ
ン
ト
ウ
シ

と
共
に

、
吉
備
真
備

キ
ビ
ノ
マ
キ
ビ

、
阿
倍

ア
ベ
ノ

仲
麻
呂

ナ
カ
マ
ロ

ら
が
唐

へ
留
学

。

墾
田

コ
ン
デ
ン

永
年

エ
イ
ネ
ン

私
財

シ
ザ
イ
ノ

法ホ
ウ

の
制
定

。
大ダ

イ

仏ブ
ツ

造ゾ
ウ
リ
ュ
ウ

立
が
始
ま
る

。

『
風
土
記

フ
ド
キ

』
の
編
纂

ヘ
ン
サ
ン

が
始
ま
る

。

ウ
マ
イ
ヤ
朝
を
滅
ぼ
し
て

、
イ
ス
ラ
ム
帝
国
ア

バ
ー

ス
朝
が
成
立

。

　
世
界
の
出
来
事

　
日
本
の
出
来
事

こ
の
頃

、

『
万
葉
集

マ
ン
ヨ
ウ
シ
ュ
ウ

』
が
ま
と
め
ら
れ
る

。

孝
謙
天
皇
が
譲
位

、
淳ジ

ュ
ン
ニ
ン

仁
天
皇
が
即
位

。

光
明

コ
ウ
ミ
ョ
ウ

皇
后

　
コ
ウ
ゴ
ウ

が
施セ

薬ヤ
ク

院イ
ン

を
設
置

。

長
屋

ナ
ガ
ヤ

王オ
ウ

事
件

。

天
然
痘

テ
ン
ネ
ン
ト
ウ

が
大
流
行

、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
る

。

国
分
寺

コ
ク
ブ
ン
ジ

・
国
分
尼
寺

コ
ク
ブ
ン
ニ
ジ

の
建
立

コ
ン
リ
ュ
ウ

が
始
ま
る

。

三サ
ン

世ゼ

一
身

イ
ッ
シ
ン

法ノ
ホ
ウの

制
定

。

唐
で
安ア

ン

史シ

の
乱
が
起
こ
る

。

（
～

七
六
三

）

藤
原
広
嗣
の
乱

。

フ
ジ
ワ
ラ
ノ
ヒ
ロ
ツ
グ

吉
備
真
備

キ
ビ
ノ
マ
キ
ビ

ら
が
帰
国

。

満
州
～

朝
鮮
半
島
北
部
に
渤
海

ボ
ッ
カ
イ

国コ
ク

が
成
立

。

唐ト
ウ

の
武ブ

則ソ
ク

天テ
ン

（
則
天
武
后

ソ
ク
テ
ン
ブ
コ
ウ

）
が
死
去

。
唐
の
再

イ
ス
ラ
ム
帝
国
の
ウ
マ
イ
ヤ
朝
が
西
ゴ
ー

ト
王

滅
ぼ
し

、
イ
ベ
リ
ア
半
島
へ
進
出

。

東
ロ
ー

マ
帝
国
に
て

、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
像

（

ン

）
崇
敬
禁
止

。
以
後

、
聖
像
破
壊
運
動
へ

。

東
ロ
ー

マ
帝
国
が
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ

に
て

、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
攻
撃
を
撃
退

。

大
宝
律
令

タ
イ
ホ
ウ
リ
ツ
リ
ョ
ウ

の
制
定

。

『
日
本
書
紀

ニ
ホ
ン
シ
ョ
キ

』
の
完
成

。

唐
で
玄
宗

ゲ
ン
ソ
ウ

皇
帝
が
即
位

。
唐
の
全
盛
期
の
始
ま

フ
ラ
ン
ク
王
国
に
て
カ
ー

ル
一
世
が
即
位

。

（

カ
ー

ル
大
帝

）

称
徳
天
皇
に
重
用
さ
れ
た
僧
道
鏡

ド
ウ
キ
ョ
ウ

が
法
王
と
な
る

。

ト
ゥ
ー

ル
＝

ポ
ワ
テ
ィ
エ
間
の
戦
い
で

、
フ
ラ

王
国
軍
が
ウ
マ
イ
ヤ
朝
軍
を
破
る

。

日
本
初
の
流
通
貨
幣

「
和
同
開
珎

ワ
ド
ウ
カ
イ
ホ
ウ

」
発
行

。

（
こ
の
頃
の
都
は
藤
原

フ
ジ
ワ
ラ

京キ
ョ
ウ

）

渤
海

ボ
ッ
カ
イ

国コ
ク

の
使
節
が
来
日

、
聖
武
天
皇
に
拝
謁

ハ
イ
エ
ツ

。

聖
武
天
皇

シ
ョ
ウ
ム

が
即
位

。

平
城
京

ヘ
イ
ジ
ョ
ウ
キ
ョ
ウへ

遷
都

。

恵
美

エ
ミ
ノ
オ
シ
カ
ツ

押
勝
が
反
乱

、
敗
死

。
淳
仁
天
皇
が
淡
路

ア
ワ
ジ

に
配ハ

流イ
ル

、
孝
謙
上
皇

ジ
ョ
ウ
コ
ウ

が
重チ

ョ
ウ
ソ祚

し
て
称
徳

シ
ョ
ウ
ト
ク

天
皇
と
な
る

。

橘タ
チ
バ
ナ
ノ
ナ
ラ
マ
ロ

奈
良
麻
呂
の
変

。

唐
の
僧
鑑
真

ガ
ン
ジ
ン

が
来
日

。

こ
の
頃

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー

ル

の
建
設

。

平
安
京

ヘ
イ
ア
ン
キ
ョ
ウへ

遷
都

。

光
仁
天
皇
が
譲
位

、
桓
武
天
皇

カ
ン
ム

が
即
位

。

宇
佐

ウ
サ

八
幡
宮

ハ
チ
マ
ン
グ
ウ

神
託

シ
ン
タ
ク

事
件
で

、
和
気

ワ
ケ
ノ

清キ
ヨ

麻
呂

マ
ロ

が
道
鏡
の

天
皇
即
位
に
反
対

、
大
隅

オ
オ
ス
ミ

へ
配
流

。

称
徳
天
皇
崩
御

ホ
ウ
ギ
ョ

。
光
仁

コ
ウ
ニ
ン

天
皇
が
即
位

。
道
鏡
は
左

遷

、
和
気
清
麻
呂
は
朝
廷
に
復
帰

。

蝦
夷

エ
ミ
シ

の
豪
族

、
伊イ

治ジ
ノ

呰ア
ザ

麻
呂

マ
ロ

が
反
乱

、
按ア

ン

察サ
ツ

使シ

の
紀キ

ノ

広ヒ
ロ

純ズ
ミ

を
殺
害

。
蝦
夷
征
討
の
戦
い
が
続
く

。

ア

ッ
バ
ー

ス
朝
で
ハ
ー

ル
ー

ン
＝

ア

ッ
ラ
シ
ー

カ
リ
フ
と
な
る

。

長
岡

ナ
ガ
オ
カ

京キ
ョ
ウに

遷
都
す
る
も

、
翌
年

、
造
営

ゾ
ウ
エ
イ

長
官
の
藤
原

フ
ジ
ワ
ラ
ノ

種タ
ネ

継ツ
グ

が
暗
殺
さ
れ
る

。

唐
で
両リ

ョ
ウ税

法

　
ゼ
イ
ホ
ウ

が
施
行
さ
れ
る

。

第
二
ニ
カ
イ
ア
公
会
議
で
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
像

が
認
め
ら
れ
る

。
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ッ
バ
ー

法
が
西

イ
ス
ラ

が
乱
れ

ア

ッ

再
興

。

王
国
を

（
イ
コ

ポ
リ
ス

ま
り

。

（
後
の

ラ
ン
ク

ル
寺
院

ー

ド
が

像
崇
敬
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